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共
働
き
世
帯
が
増
え
る
中
、
２

０
２
５
年
の
年
金
制
度
改
革
の
課

題
の
１
つ
に「
第
３
号
被
保
険
者

制
度
」の
見
直
し
が
浮
上
し
て
い

る
。
勤
め
人
の
配
偶
者
か
ら
扶
養

を
受
け
て
い
れ
ば
保
険
料
を
納
め

な
く
と
も
老
後
に
基
礎
年
金
を
受

け
取
れ
る
仕
組
み
で
、
働
く
女
性

ら
か
ら
は「
不
公
平
だ
」
と
撤
廃

を
求
め
る
声
も
強
い
。
そ
れ
で
も

厚
生
労
働
省
は
、
廃
止
は
視
野
に

入
れ
て
お
ら
ず
制
度
の
縮
小
で
対

応
す
る
意
向
だ
。

　「
第
３
号
制
度
」の
対
象
は
、↘

専
業
主
婦（
主
夫
）や
年
収
１
３
０
万
円
未
満
の
パ
ー
ト
従

業
員
ら
を
中
心
に
約
７
０
０
万
人
い
る
。
同
制
度
は「
主
婦

年
金
」等
と
も
言
わ
れ
る
が
、
働
く
女
性
は
勿
論
、
自
営
業

者
の
妻
な
ら
収
入
が
無
く
と
も
保
険
料
を
払
う
必
要
が
有
り
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
又
、
第
３
号
に

留
ま
る
為
に
労
働
時
間
を
抑
え
る
人
も
多
く「
女
性
の
社
会

進
出
を
妨
げ
て
い
る
」と
の
指
摘
が
絶
え
な
い
。
こ
の
為
年

金
制
度
改
革
の
度
に
見
直
し
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
来
た
。

第
３
号
制
度
は
１
９
８
６
年
、
基
礎
年
金
制
度
の
発
足
と

同
時
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
迄
は
専
業
主
婦
の
公
的
年
金
へ

の
加
入
は
任
意
だ
っ
た
。
未
加
入
の
人
が
離
婚
す
れ
ば
老
後

に
無
年
金
に
な
る
問
題
が
有
り
、「
国
民
皆
年
金
」に
よ
っ
て

そ
の
解
消
を
目
指
し
た
。

だ
が
、
ピ
ー
ク
の
95
年
度
に
は
１
２
２
０
万
人
だ
っ
た
↘

は
９
３
６
万
世
帯
だ
っ
た
。
そ
れ
が
２
０
２
２
年
は
共
働
き

が
１
１
９
１
万
世
帯
に
増
え
る
一
方
、
専
業
主
婦
は
４
３
０

万
世
帯
に
迄
減
っ
て
い
る
。

厚
労
省
は
こ
れ
迄
、
公
的
年
金
の
支
給
水
準
を
示
す「
モ

デ
ル
年
金
」に
つ
い
て
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
と
専
業
主
婦

の
妻
」で
表
し
て
来
た
。
夫
と
そ
の
扶
養
を
受
け
る
第
３
号

の
妻
と
い
う
夫
婦
像
だ
。
お
父
さ
ん
が
収
入
を
得
る
為
に
働

き
、
お
母
さ
ん
が
家
事
を
し
て
家
庭
を
支
え
る
と
い
う
ひ
と

昔
前
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
は
多
様
な
世
帯
モ
デ
ル
を
示
す
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。
過
去
の
デ
ー
タ
と
の
整
合
性
等
を
盾
に
長
ら

く
現
行
モ
デ
ル
に
固
執
し
て
来
た
厚
労
省
だ
が
、
実
態
と
の

ズ
レ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
論
の
高
ま
り
を
無
視
出
来
な
く
な

っ
た
。
た
だ
、
同
省
幹
部
は「
だ
か
ら
と
言
っ
て
３
号
を
廃

止
す
る
と
い
う
の
は
別
問
題
だ
」と
話
す
。

厚
労
省
が
廃
止
に
慎
重
な
の
は
、
減
っ
た
と
は
言
え
７
２

１
万
人
い
る
第
３
号
の
人
か
ら
保
険
料
を
新
た
に
徴
収
す
る

の
は
極
め
て
困
難
と
捉
え
て
い
る
か
ら
だ
。
保
険
料
免
除
や

未
納
で
老
後
低
年
金
、
無
年
金
に
陥
る
人
が
増
え
兼
ね
な
い

事
を
懸
念
し
て
い
る
。

次
期
年
金
制
度
改
革
の
議
論
を
し
て
い
る
厚
労
相
の
諮
問

機
関
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
も
第
３
号
制
度
の
廃
止

に
は
傾
い
て
い
な
い
。
年
金
の
適
用
拡
大
を
進
め
、
厚
生
年

金
に
加
入
し
易
く
す
る
事
で
結
果
的
に
対
象
者
を
減
ら
し
て

行
く
べ
き
だ
と
い
う
第
３
号
制
度
の
縮
小
論
が
大
勢
だ
。
５

月
13
日
の
同
部
会
で
も
そ
う
し
た
意
見
が
相
次
ぎ
、
大
和
総

研
の
是
枝
俊
悟
・
金
融
調
査
部
主
任
研
究
員
は
、
厚
生
年
金

の
適
用
拡
大
を
進
め
、
結
果
的
に
最
後
に
残
っ
た
層
を
見
極

め
た
上
で
第
３
号
制
度
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
だ
、
と
の

見
解
を
示
し
た
。

厚
労
省
幹
部
は
第
３
号
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
、「
公
平

性
の
観
点
か
ら
こ
れ
か
ら
も
燻
り
続
け
て
行
く
だ
ろ
う
」と

認
め
た
上
で
、「
病
弱
の
人
、
育
児
や
介
護
に
掛
か
り
切
り
の

人
、
働
き
た
く
と
も
働
け
な
い
人
達
は
一
定
数
い
る
。
皆
年

金
の
理
念
を
掲
げ
る
以
上
、
こ
う
し
た
人
を
年
金
制
度
の
枠

外
に
置
く
事
は
出
来
な
い
」と
話
す
。

第
３
号
も
２
０
２

２
年
度
末
時
点
で

は
７
２
１
万
人
に

ま
で
減
っ
て
い
る
。

共
働
き
世
帯
の
増

加
や
、
パ
ー
ト
等

へ
の
厚
生
年
金
の

適
用
拡
大
に
伴
っ

て
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を

払
う
人
が
増
え
て

来
た
の
が
大
き
な
原
因
だ
。

男
女
共
同
参
画
白
書
に
よ
る
と
、
１
９
８
５
年
の
共
働
き

世
帯
は
７
１
８
万
世
帯
。
こ
れ
に
対
し
、
専
業
主
婦
世
帯
↖

第
195
回 

揺
れ
る
年
金
第
３
号
制
度
廃
止
論


